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木曽川の石ころ標本ラベル



木曽川の石ころの特徴
大きな礫は、ほとんど花こう岩なので白っぽく見える。

一見、花こう岩ばかりに見えるが、小さな礫に着目すると中学校で習う
岩石は石灰岩をのぞいてほとんど見つけることができる。

上流の中央アルプス主要部（木曽駒ケ岳から南駒ケ岳周辺）が花こう岩
（約1億年前～7千万年前）でできており、なおかつ急峻な地形をしてい
るため、大きな花こう岩礫（きそ1～4）が多い。
小さな礫に目を向けると活火山である御嶽山（約77万年前～40万年前

と10万年前～現在）をつくっている安山岩（きそ10・11）や溶結凝灰
岩（きそ12）、御嶽山の土台をつくっている付加体堆積物（約2.5億年
前～1.5億年前）起源の砂岩やチャート（きそ14～18）を見つけること
ができる。



木曽川の河原



木曽川の石ころ



御嶽山と木曽川支流の王滝川
御嶽山は火山だが、土台は付加体堆積物（砂岩やチャート）からなる。

木曽駒ケ岳より



宝剣岳から流れ下る木曽川支流の滑川
宝剣岳（中央アルプス主要部）周辺は、主に花こう岩からできている。

宝剣岳山頂付近より
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